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学習指導の個別化をめざしたコンピュータの 活用 

  第 4 学年分数単元の CAl ( コンピュータ 支援学習 )   

ハ 

（ 

[ 要 糸 ト ロ Ⅰ 

児童一人ひとりが ，意欲的に学習し 分数の基礎的・ 基本的な学習内容が 身につくことをねらって ，コン 

ピュー タ を活用した授業を 行った。 コースウェア 一の作成時には ， 4 年生の分数単元の 実態調査の結果から 

どこにどんな 誤りがあ るかを把握して 授業設計を行った。 授業実践の結果，児童各自のべ ー スで意欲的に 学 

習し ・ CAI が有効であ ることがわかった。   学習指導の個別 ィヒ ，コンピュータ ， CAI, 分数，基礎・ 基本 

Ⅰ テーマ設定の 理由 とがあ った。 

小学校の学習指導要領に ，「基礎・基本の 重 幸い，この頃 ，教育機器としての・コンピュー 

視 と個性教育の 推進」が掲げられている。 タ舶 学校へ導入されいろいろな 形で コ ピ 

何においても ，基礎・基本は 大切であ り、 特 タを 活用した授業が 行われる よう になった。 

に 小学校の教育においては ，学習のしかたとし コンピュータに 学習内容を プ ロクラムしてお 

ての基礎・基本を 身につげることと。 学習内容 くと児童の答に 応じて学習プロバラムが 分岐 し 

0 基礎・基本を 身につけることが 重要であ る。 て ，学習者に応じた 学習コースが 展開されてい 

これまでの私の 授業を振 ，り 返ってみると 授業 形 { つまり，学習者の 学力如何を問わすその 月 

態として一斉指導か 主であ った。 一斉指導にお 童に 合った個別学習ができるものと 考える。 そ 

0 、 r る 教師の教授活動に 対して，児童の 理解度 は のことによって・ 児童は意欲的に 学習に取り組 

様々であ る。 多くの児童には 学習内容が適合し み 学習内容を理解すると 考える。 また，時間内 

ているが，学習の 遅れている児童や 理解力の弱 にわからない 児童は放課後を 利用して各自で 学 

ぃ 児童にはわからず ， また，学力の 高 い 児童に 習を進めることもできる。 

とっては内容がやさし 過ぎて授業時間が 充実し 本研究では，児童の 実態に基づいた 授業設 刮   

たものにならない 場合があ る。 この ょう な傾向 をし コンピュータを 活用して学習指導の 個別 

は 高学年になるにつれて 大きくなって 現れる。 化 をすることによって 児童が意欲的に 学習に取 

このことは・ これまでの一斉指導の 学習形態を 0 組み，学習内容の 理解が図れると 考え本 テ一 

ますます困難なものにしてくると と も ー 月立 ノ里 てる 設定した。 

自ら学ぼ ぅ とする意欲をそぐ 原町・こもなって 

いる， Ⅱ 巧打突 ィ 反言 党 

単元を終え。 総括的評価としてテストを 行っ 4 学年の分数単元において ，児童の実態をと 

て ，ショックを 受けることがあ る 0 あ っちこっ らえ，個に応じた 授業を設計し。 コンピュータ 

ちとびとびに 正答があ り，正答した 問題間に 脈 を 活用した授業を 展開すれば，児童一人ひとり 

絡 がなり答案用紙を 見た時であ る。 単元の学習 が 意欲的に学習し 学習内容を理解するであ ろう。 

内容を系統だてて・ 体系的に十分に 理解して ぃ 

ないと思 う からであ る。 そして，自分の 指導の Ⅲ 研究内容 

至らなさを感じさせられると 共にどうにかして 1  学習指導の個別化について 

これらの児童に 学習をわかってもらいたいと 居、 学習指導要領は。 自ら学ぶ意欲 と ，社会の 

いながらも，放課後の 個別指導もままならず 十 変化に主体的に 対応できる能力の 育成をする 

分引き上げられなかったもどかしさを 感じたこ ことと基礎・ 基本の重視と 個性を生かす 教育 

一 l 一 

ズク 



を 充実させることを 基本的なねらいにして 

いる。 

学習指導を個別化するという 考えは， どの 

児童にも学習内容を 理解してほしいという 願 

いがらきている。 一斉指導において 良い教材 

を準備して，わかりやすい 授業をしても 児童 

一人ひとりの 能力・適正，学習速度等の 違 い 

によって学習効果は 一人ひとりにとって 十分 

とは言い難い。 学習指導を個別化するという 

ことは，児童一人ひとりにとっで 教材が適切 

0 個性を伸長しょうとする 考え方であ る。 

個性は一人ひとり 違うので。 この場合学習 

目標は一定ではなく 多様になる。 

② 学習の個別化 

すべての児童に 学習内容を確実に 身につ 

けさせる。 すなわち，学習内容の 基礎・基 

本をおさえ体系的な 理解を図ろ う とするも 

のであ る。 つまり・学習目標は 一緒であ る 

がそこに至る 道筋が違いそれぞれの 児童の 

学習のしかたに 合ったやりかたで 学習を進 

であ り， 自己のぺ ー スで。 主体的に取り 組み 

学習効果を最大にしようとするものてあ る。 

「個性を生かす 教育」とは・ 2 つの側面を 

もつと考えられる。 

① 個性の伸長 

児童の持っ良さや 取り 柄 ，すなわち自分 

らしさを出せるようにし 一人ひとりの 上巳 童 

C 個人差 コ 
「学習指導 ) 

めるということであ る。 

個に応じた学習指導ということは・ 個人 

差に応じた学習指導ということができる。 

コンビュー タ を活用した個人差を 考慮し 

た 学習指導の流れを 図に示すと下のように 、 ノ 
表すことができる。 

( コンビュー タ の特性 )  ( 目標 ) 

早 笛 の 白分 に合った学習教材，コース 
Ⅱ 固 到達度・理解度 

人 学 習 時 間 自分に合った 学習時間 

差 ノゅ I p 衣 ・関口   ノ 主体的な学習・ 機器の活用 
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2  C  A  l ほ ついて 

(l)  C  AI  とは 

CAI  は。 Computer  Assisted  Instruction 

の略で，日本語訳で「コンピュータ 支援学 

習」と呼ばれており ，コンピュータを 利用 

した教授システム 全般を指すと 考える #T て 

いる 0 しかし，一般に CAI といわれた 場 

合は一人ひとりの 学習者がコンビュー タ で 

提示されるプロバラム 化された教材に 応答 

しながら，個人のぺ ー スで学習を効果的に 

進めていくことを 意味している。 

(2) CAI の学習形態 

CAI の学習形態は ，現在．大きく 分け 

て 次の 5 つのものがあ る。 

① 練習・演習様式 
㌧ "" 

学習の進度，     吠況 に応、 じて，基礎的な 

知的技能の訓練を 目的とするもの。 

② 個別教授様式 

学習プロバラムにしたがって ，学習の 

個別化，最適化を 目指すもの。 

③ 問い合わせ様式 

コンピュータに 事典や図書館の 役割を 

させ・ 串智 者の要求に応じて 情報を提示 

させるもの。 

① ゲーム・シミュレーション 様式 

複雑で特異な 状況や現象についての コ 
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い 組ませることによって ，状況判断能力， 

理論構成能力等を 効果的に高めることを 

目指すもの。 

⑤ 問題解決様式 

学習者が ， 自ら問題解決にじたる 思考 

過程を プ ロクラム化しコンビュー タ を 

利用して問題解決を 図らせるもの。 

け ) オ ー サリングシステム「教材作成支援 シ 

ステム」について 

オ ー サリングンステムは ，現場の教師が 

コンピュータ やプ ロクラミンクの 言語を知 

らなくても・ 自分の児童・ 生徒を教えるた 

めに役立つ CAL 教材を作成するのを 援助 

するためのシステムであ る。 自分の対象と 
  Ⅰ " 
  する児童，生徒の 発達段階に見合った ，教 

科の教授目的と 内容を学習させる CAI 教 

材を 。 教師が自分なりの 手法で容易に 作る 

ことができ， 質の高 い CAI 教材を短 い時 

間内に書けることを   頼って作られている。 

また、 作られた CAI 教材が個々の 学習者 

の要求に応じられるものであ り，また，学 

習者は自分のべ ー スで最適な学習ができる 

ものでなければならない。 そのために， 才一 

サリングシステムは 初心者 @. ことって使いや 

すいものであ ると同時に，熟練者 (. ことって 

る
 

す
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習 コースはフレームの 集まりでできている。 

フレームとは 教師からみると 学習制御の単 

位で・学習内容を 提示し・学習者の 回答を 

受げつけてチェック し ．その評価によって 

次に学習すべきフレームヘ 分岐する。 

(FCAI 実践シリーズ 速習 編 より要約 ) 

フレームの働きを 図にしたがって 説明 

する。 

① 学習者に学習する 内容が問題や 説明の 

形式で提示される。 

② 学習者の回答の 入力を受けつける。 

③ 受 めっけた回答の 評価をする。 

手 習者の回答があ らかじめ用意してお 

い た正答や誤答 例 ( 予想回答 ) と見比べ 

    そのどれに該当するかを 調べる。 

④ 一致する予想回答が 見つかったら． そ 

の 予想回答と一緒に 用意しておいた KR 

  情報 (KR メッセージ ) を画面に表示す 

る 。 KR メッセージは 回答後ただちに 表 

示され，学習者に 自分の回答がどうだっ 

たかの情報を 与える。 そして正誤を 知ら 

せるだけでなく・ 誤答の場合はどんな タ 

イブ の間違いだったのか．何に 気をつけ 

ね ば よい かなどの ア ドバイス や ・励まし 

の 言葉を与えるのにも 使われる。 

⑤続いて，次のフレームヘ 分岐する。 ど 

の フレームに分岐するかは ，予想回答 ご   

とに決めておく。 学習者の回答によって 

次に進むフレーム ( 元 沖支先 フレーム ) が 

違うようにしておけば   ， よくできる子に 

はよ り高度な課題を 与えたり・誤答する 

生徒には問題の 考え方や基本に 戻った 解 

説 をしたりして ，学習の個別化ができる。 
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y
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一方。 基本的な内容として ，次のようなこ 

とが考えられる。 

a@ 8+(2+5)=(8+ 2)+5             

たし算の結合法則 

一 4 一 

日 ソ   

b  「 8 に何をたしたら 10 になるか」といっ 

た ¥0 の補数の見つけ 方 

c  加数の 7 を r22 と 5 」として見るよう 

に，一つの数を 二数の和や差と 見るといっ 

た 数の多面的なとらえ 方 

a 。 b, c の内容が基本的な 内容となる理 

由は下のような 計算を考えあ わせても大方 理 

解 できることであ る。 

28+7 二 28+(2+5) 

二 (28+ 2)+ 5 

丁 30+ 5 

=35 

要するに・基本的な 内容というのは、 一連 

の教材群の幹になるものと 考えたいのであ る。 

8+7 の算法だけに 通じるものでなく・ 8+ 

7 のような繰り 上がりのめるたし 算はもちろ 

んのこと・ 28+7 のような二位数たす 一位数 

にも幅広く通ずるといったようなものであ る。 

つまり基礎というのは・その 学習を成立さ 

せるために必要な 前提となる知識や 技能であ 
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あ るいは見方考え 方といってもよい。 
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4  自作コースウェア 一作成のねらいと 手順 

(1)  ねら ぃ 

  @L<  N@@'@K  -@@L@t@ 

コースウェア 一にする。 

具体 瑚 ・こは， 

① 文字は大きくし 簡潔で読みやすいも 

のにする。 

② 図や絵を用いて ，児童の思考の 流れに 

合わせた順序で 提示する。 

③ 学習内容の体系的な 構成にする。 

① 誤り。 つ まづきのあ る児童に対する 適 

切な指導のあ るものにする。 

⑤ 先に進んだ児童に 対する適当な 質と量 

0 課題提示のあ るものにする。 

㈲ 毛 ll 頁 

  

  上（ ② 学習 位 L 指導要領よりの 標 言支定 - --- 山 文旦 ） ヰ定 

③二位 論理 一 分析により精造化 標 の --m 奴 - ） 円 てん 

④に 教科書の単元をコピー B6 カードに 貝 占ってフレーム し 項目 ごカ と一 

ドなづ くる 

  

  

の 入力のためのリニアフレームの 作成 

⑧ 枝分かれの ( 実態調 フ査 の し 一ム 誤答 の 例 作成 ) 

⑨援助学習系列，処方学習系列の 作成 

W  児童の実態 

(1) 調査のねら い 

よ りわかりやすい 学習内容の構成，学習 指 

導 時に留意すべき 点等を考える 時 ，学習者が 

これまでの学習でどんなことがわかり ， どん 

なまちが い をしているかを 知ることは大変有 

用であ る。 本研究の 4 学年分数単元の 授業設 

計 に生かすために ， 3 学年の分数単元と 4 学 

年で学習する 分数単元について 実態調査を 

した。 

㈲調査の対象…… 4 年生 2 クラス 68 名 

(3) 調査の方法             問題用紙の間のに 対する筆 

記で答える方法 

(4) 調査の期間……平成 7 年 6 月上旬 

(5) 集計と分析……正答・ 誤答， 無 答数の人数   

百分率及び誤答 例 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 



(6) 実態調査 M.1 (3 学年で学習した 内容 ) の結果と考察度 ぴ 指導の手だて 

大 間 

1 l なな め せんを① 
ひ いた ぶぶん 

の長さは何 % 

ですが。 

② 

パり Ⅱ Ⅱ 卜 日 人数 率 
(68)@ % 寺兵 答 例 

Ⅰ 川   

4  1  1  手・ 10 
-/--@  1  %  @@-----@       

5 3  2 
  @//-     

  

ム 1  1 
0 ． 4 

指導の手だて 考察   
分母は。 1 をいく っ に分けたがという 単位を表し，分子は 分数の意味理解が 不十分のため 帝図の長さを 分数 て 

その単位がいくつあ るがを表していることを 図や具体物を 使っ 表すことかできていない。 

て 理解させる。 

2 l 分母が 8 で 句     
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た
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0@ 56@ 82 

X  ム 1] 1                                                 

+W; 草の手だて 考察   
問 1 の意味理解とともに・ 分母，分子の 用品の指導をする。 分母， 分 了の用語をはっきり 理解していない 児童が 

16%  いる。 

  分子と分母が 逆   たし 算 ・ 87 
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考察 

5 つ分と 単位分数の りくっ 分かを図に表 6  一づ一一 7  1 7  と 1 7 の 5 つ ぶんを合わせている。 5 つ分 という青菜の 意味がわかっていないようにおも 、つ 

4  下の直線の ア， 

イ のめもりは 

それぞれ村別 

をあ らわして 

いますか - 

1  脚 ァ 0 50  74 2 ⑦． 20 ②． 0 ． 2 ② 

  ム 2  3   

イ 

  1( 朋 ) 
  

  

  
ア 

  
イ 

  

ム 2  3                       

指導の手だて 考察 まず 1 目盛りがどの 申伍分数なのかを 考えること，次に 指   2 つ目盛りを整数として 考えている。 

示された値が 単位分数の い く っ 分かを考える よう にする。   20@>1 目盛りを l0c 脾と 考えている。 
より小さい数値は 分数で表すよ う に意識づける。 0 ・ 2 つ 1 日盛りを 0 Ⅱと考えている。 。 
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4 -6 3-6 口 

5  どちらが大き 0@ 62@ 91 

いでしょう ， 

ノく をつかっ ム 2  3 

X  4  6  ノ ① 

てあ ら ォつ しま 
  

し ょ 、 っ。 

指導の手だて 考察   
誤答の児童に 対しては。 不等号の意味の 確認と分数の 意味 同分母の分数の 大小比較をほとんどの 児童ができて 

な も う 一度確認する 必要があ る。 いる   - 

  

6  つぎの計算を ① 0@ 66@ 97 

しましょう ，   X  1  1  3   牛 十手 口 ム 1  1  7 

②       
八 1  1 

指導の手だて 考察   
注意すべき点は・ただ 機械的に分子だけを 足していないか 同分母の分数のたし 算をほとんどの 児 亜が理解して 

どうか・意味理解ができているかどうがを 図で表現させて 確 いろ。 

認 するとよ い， ②は足し算をしている 児童が数名いろ。 

(7) 実態調査№・ 2 (4 年生で学習する 内容 : 未習 内容 ) の結果と考察及び 指導の手だて 

大 間 Ⅱ ¥ 罰 F 

  下の図の水 か ① ぱ 

さ ( なな めせ 

ん のぶぶん ) 

は 何名あ りま② 

すか ¥ ク I せ 

  
指導の手だて 

① 何 9, 何 % あ りますかという 問いに対しても 量か 分数で 

あ れば分数表示する よう に指導する， 

1 を全体と考え。 1 を い くつに分けた 分の い くつ分とい 

う考え方を指導する。 ( 真分数 ) 

② 1 を越える分数の 表示のしかたは。 単位分数のいく っ分 

かで表す方法 ( 仮分数 ) と整数と真分数で 表す方法 ( 帯分 

数 ) があ ることを図や 具体物で考えさせる。 
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考察 

① は既習内容であ るのに正答率が 低い。 

， 何せあ りますかの問いに 対して分数で 答えることが 

できない。 

・ 0 ・ 3. 2 Ⅱ等小数で表示している。 

                                    分母・白い部分を 分子と答えている。 ② 一 つ分と考え 9 7  全 体 Ⅱ ） を 9 つに分けた う ちの 7 

ている。 

                                                  白 い 部分を分子と 考えて 

いる 

  よ ㌃   
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( 吾 ， 吾 Y 丑 整数部分の間だけを 表示 

（ 一 0 1 一 3 1 切 ～整数を介母に・ 目盛りを分子にしている。 

            _9_._[7_)26,26) ミ 全体の目盛， ) 数分のいくつ 分という表示をしている。 
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指導の千だて 

がなぜ他の分数と 一 3 1  同じ 量 ，値なのがを 数値だけで考え 

るのは難しいので 図や具体物を 通して指導するとともに ， 同 

じ数直線上で 大きさを比べることが 必要であ る。 
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X@ 49 

ム 3 

  [1. 2, 3)  ② 

5 

21 

74 
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  ⑲ （ 一 3 6 の ） 

指導の手だて 

1 を 2 等分した 3 ちのⅠ つ分 
1 を 3 等分   

    

帝図等で表示 

Ⅰを 4 等分 

5  口の中にどん 

な数かはいり ① ② 

      ますか。     
2 一 一   

  

Ⅰ一 一 4 リ Ⅰ 

考察 

多くの児童が 分母の値が小さい 分数を小さいと 考え 

ている。 

0  44  67 

X  9  14 5 ② ， 6 ②， 10. 9. 1 

A  13  20 

0  19  29 

X  32  48  3 ⑯ ， 1 ③． 2 ③ ， 7 ② ， 5, 17, 13, 4 
ム 15  23 

  

  

  

  

  

  

Ⅱ "" 

イソ 
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ふ
け
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（ 

  

  

  

指導の手だて 考察 

  分子か分母と 同じ数になったら・ 1 になる。 分子が分母の 

数 02 倍てあ ると 2 になることを 帝図等で理解させる。 の正答率は・ 1 一 4  4 67% であ るのに対し 

せることか大切であ る。   併 せて整数も，分数で 表せることを・ 数直線 て 十分理解さ   2 二号の正答率は 29% であ る。 
Ⅰを越える分数は ， 未習 内容なので整数と 分数の対 

比 かできない   

3 0  9  14  (4, 6) ⑫・ (4, 5) ②                         ③ 丁 x@ 21@ 32@ (3.@ 1)@ @ ， (5 ， 3) 

6 2 A@ 36@ 55   ④ 2 号 ⑤ 丁 ⑥ 1T 
る   号で答えて 0@ 11@ 17 

く たさい。 真分数 ( ).@ (   
X  21  32  (4, 6)  ⑥・ (3. 1)  ⑥・ (2. 3) ④ 

A@ 34@ 52   
@@.@ K@   

0  10  15  (1. 5) ⑥・ (2 3) ①・ (2. 5) ③ 

帯分数 亡 。 ぷん す 「   
  

X  21  32  (3. 4)  ② 
).  ( 

A@ 35@ 53 

指導の手たて 考察   
  真分数， 仮 分数・帯分数の 意味理解と用語の 定義をしっが ・Ⅲ語の意味がわからず ， 無 答が多い。 

り 指導すること。   分数の形がら 分類はあ る程度てきているか．用語と 

3 つ る 識別てきるか ，例題で確認する。 一致しない。 

0@ 5@ 8   

は 仮分数にな   
おしましょう。 ②手 口 

    

A@ 38@ 58 口 ③ 3 一 4 1  
0@ 2@ 3 

  3 12   

  の 2 一 6 5 口 
0@ 3@ 5 

5   

A@ 42@ 64 

指導の手だて 考察 

  単位分数の い くつ分という 考え カて ・分数が成り 立って い ・仮分数，帯分数の 用語と変換のしかたかわからない 

ること， ため， 無 答が多 い - 

    を 越える分数は ，仮分数でも ，帯分数でも 表せることを ・ 2 人は，学習が 進んでいると 見えて 4 間とも正解 て 

十分理解して 後に・仮分数と 帯分数の相互の 変換のしがた あ った。 

( 法則 ) に 気 つがせるようにしたい。 
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(8) 考 察 

① 調査№． 1 @. こついて 

3 学年で学習した 基本的な分数の 問題で 

あ るにもかかわらず ，大間 1 が 75%, 大間 

3 の①が 19%, ②が 63%, 大間 4 の 774%, 

ィ 68% と満足できる 正答率ではない。 

これらの問いは ， 1 をいくつに分けた 単 

位のいくつ分とか． 1 以内の数直線の 値を 

分数で表示するなど 分数の意味理解の 基本 

0 間 額 であ る。 

② 調査 No2 について 

実態調査№ 2 は 4 学年でこれから 学習す 

る 内容の問題 - であ る。 

しかし大間 1 の①，大間 2 の ァ ，大間 

4, 大間 b 等は， 3 学年で学習したことか 

ら 類推して答えられると 思っていたが ，予 

想に反して正答率が 低かった。 

(9) 指導の手たて ( 実態調査№ 1, № 2 を考慮 

して ) 

実態調査 Nfol, № 2 の結果から，調査対象 

の児童は分数の 基礎・基本が 十分身について 

いるとは言えず ，類推，応用・ 適用して問題 

を解くまで至っていないことがわかる。 

指導にあ たっては，基礎・ 基本を踏まえ ， 

児童の考え方の 誤りを生かした 授業を設計し 

展開することが 望まれる。 

V  授業実正美 

]  単元 名 第 4 学年「分数」 

2  単元の目標 

(1) 分数で表すことの 便利さを知り ， 進んで 

使お う とする。 ( 関心・意欲・ 態度 ) 

(2) 分数を単位の 分数の集まりととらえ ，整 

数の場合と同じように 考えてその大きさを 

とらえることができる 0 ( 数学的な考え 方 ) 

㈹ 仮分数と帯分数を 交互に変換することが 

できる。 ( 表現・処理 ) 

(4) 分数の大小を 決めたり，相等関係にあ る 

分数を見つけたり ，求めたりすることかで 

）   

寸ノ 

きる。 ( 表現，処理 ) 

㈲ 真分数，帯分数，仮分数の 意味がわかる。 

( 知識・理解 ) 

(6) 数直線上の分数から ，分数の大小や 相等 

関係がわかる。 ( 知識・理解 ) 

3  単元設定の理由 

分数は， 3 学年で習 い 初め， 4,5.6 年 と 

い くにつれて内容が 深まっていく。 算数科の 

中でも大きな 柱になる分野であ る。 中学年で 

意味理解をしっかりしていないと ，高学年で 

の学習 力洩桂 しくなってくる。 そこでコシピュー 

タ を使って指導の 個別 f ヒを 図ることによって ， 

一人ひとりの 児童が分数単元を 理解できるの 

ではないかと 考えて本研究の 単元を第 4 学年 

の「分数」とした。 

4  単元について 

(1) 教材 観 

第 3 学年の分数の 学習では単位 量 よりⅡ 、 

さい量の大きさをとらえたり ，表したりす 

る活動を通して 分数を用いることの 理解を 

はかってきている。 また端数部分の 量の大 

きさを表す分数を 数直線に表すことによっ 

て分数を数として 気づかせ。 そして，量の 

増減の事実に 即して簡単な 場合について・ 

同分母分数の 加減計算をして 分数の概念理 

解を図ってきている。 布単元では真分数， 

帯分数，仮分数を 導入して， 端下 のあ る測 

定値が帯分数や 仮分数を用いて 表せるよう 

にするとともに・ 数直線表示を 通してこれ 

ら分数が整数，小数と 同じ 数 としてとらえ 

られる よう にする。 

また，単位の 分数の い く っ分 という考え 

方で仮分数と 帯分数の相互の 変換の仕方を 

理解して次の 単元の同分母分数の 加減計算 

学習につなげることをねらっている。 

(2) 児童 観 

3 学年で学習した 分数単元の実態調査か 

ら 次のような結果を 得た。 
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キ ・ キの 帝図を分数で 表示する問いに 対 

する正答率は 両方とも 75% であ った。 また 

申せの 5 つぶんは 何 Ⅰかという問いに 対す 

る 正答率は 79% であ る。 そして，数直線上 

への分数表示は 74% と 68% であ った。 これ 

らの結果から・ 分数の意味理解が 十分でな 

ぃ 児童が 2 割強いると考える ， 

(3) 指導 観 

この単元では ， 1 及びⅠ よ り大きい数に 

ついての分数の 表し方及びその 意味にっ い 

て 理解を深めさせることと ，大きさの等し 

い分数があ ること 0.- 着目させることがねら 

い であ る。 そのために帯分数や 仮分数が導 

入され分数の 表示が拡大されていく。 これ 

ら分数の成り 立ちは・整数や 小数と同じ考 

えに基づいているので 数直線と対比させて 

指導する よう にする。 

また。 帯分数から仮分数への 変換，仮分 

数から帯分数への 変換は，数直線やその 上 

@. こ 図示した分数の 大きさを表示した 面積図 

を手がかりとして 児童自身が変換の 仕方を 

見つけられる よう に試みる。 変換の方法を 

ただ暗記して 表示するのではなく 意味を十 

分 理解させることを 心がけた い 。 

  

（ 

5  単元の指導計画 

  

蒔 か 単元 学 習 活 動   指導のねらい CAT 
  

  

1  導入   3 学年で学習したことの 復習   レディネスを 揃える 

    分数の意味理解 ( 真分数 ) O 

2  真分数と仮 ・水のかさを 分数を用いて 表す ，   単位分数をもとにした 分数表示 

分数捧持 )  . 告マの 3 つぶん， 4 つ ぶん， 5 つぶ ( 真分数 )  0 ん 水の量を分数を 用いて表す。   

  仮分数を数直線に 表す。 1 を越える量の 分数も単位分数のい 

「真分数」「仮分数」の 用語の意味を - くつぶんであ るかで表示できる。 

  知る。 ( 仮分数 ) 

3  仮分数と帯 ・ 1 を越える分数の 表示として，整数 

分数 と 分数で表す ( 帯分数 ) を考える。 

  水の量や帯の 長さを帯分数で 表し 帯 ・帯分数の概念理解 

分数の理解を 深める。 

4  仮分数と帯 ・仮分数を帯分数に 変換する方法を 考 

分数の相互 える。 習熟問題 て 理解を深める。   仮分数と帯分数の 相互変換 

5  変換   帯分数を仮分数に 変換する方法を 考 

える。 習熟問題で理解を 深める。 

6  大きさの等 ・数直線をもとにして ，同じ大きさの ・分数の相等，大刀、 関係の考察 

しい分数 分数を調べる。 

  数直線をもとにして 分数の大小を 比 

駁 する。 

7  まとめ   専使テスト   学習成果の診断 

  

  自己評価 
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  「 1 」を基にして 分類すると，真分数，仮分数に 分けられることがわかる。 

  真分数。 仮分数の用語の 意味がわかる。 

(2) 授業仮説 

コンピュータを 使って指導を 個別化すると・ 意欲的に学習し 真分数と仮分数の 意味と用語がわか 

るようになるであ ろ 、つ Ⅰ 3)  準 備 コンピュータ 20 台，フロッピーディスク m0 枚，ワーク、 ン一ト 

(4) 展 開 
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っ @  . 1 より大きい分数をと     う 表した l 

  も よ い か考えよう。 
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む   2  本時の学習の 進め方を確認する。 

  

  

l 3  二人一組になってコンピュータ 
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・
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つ
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Ⅰ 固 テナ 1 」 

  表示 物 を用いて課題がはっきりわか   課題を っ か 

62 う にする。 めたか。 

  不時の授業の 流れを確認する。 

( 一斉 4 個別 つ 一斉 ) 

  

  

  二人で協力して ，学習を進めていく。 

一人だけで先走らないようにする。 

  ワークシートに 答を記入してから コ 

 
 

 
 

一
 学
し
 

ンビュー タ に答を打ち込むこと。 

  

ま 

と 

め 

る 

  

4  学習のまとめ 

    わかったことを 発表する。 

  真分数は 1 より小さい分数で ， 

仮分数はⅠと 等しいか。 1 2 0 

大きい分数であ る。 

  1 より大きい分数も ，単位分数 

の い く っ ぶんあ るかで表すこと 

ができる。 

5  次時の予告をする。 

一斉 

    を
 

と
 

こ
 

た
 

つ
 

よ
 
Ⅳ
 

わ
 

て
 

つ
 
し
 

 
 

 
 

題
 

謀
 
る
 

の
す
 

時
表
 

本
祭
 

          1 をより大きい 分数を表す方法とし 

  て 他にもあ ることを予告する。 

  課題に対し 

て，適切に 

答えている 

か   

、 ノ 

プ 

(5) 評 価 

・コンピュータを 使っての学習は 効果があ ったか。 

  児童が意欲的に 学習に取り組んで い たか。 

  学習内容を理解していたか。 
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単位 : リットル はじめに，分母を 入れて 

じタ ）ンキーをおしてください・ 

次に，分子を 入れてくだきい・ 

回 
2 . 一・ ---- 一 - 一一 @ ， 「 

  

口し 

あ なたは，全体 (2) を 8 つに 分けた う ちの 

了っぶんとして 子としたと思われます・ 

分数はか在らず ] をいくつに 

分けてあ るかを考えます・ 

ここでは ] リ リトルを 4 つに 
分けてあ りますね・ 

③ ｜ 

  

臣 がいく っ あ るか考えればよいわけです ， 
リターンキーを 押してください・ 

一 Ⅰ 3 一 

夕
 



 
 

げ ) ワーク、 ン一ト 

ホ コンピュータといっしょに 学習する問題 氷 

コンピュータで 問題が出されたら ，このワー 

クシートに答を 書いてからコンビュー タ に答を 

いれてください。 

t. 上の入れ物に 入っている水のかさを 調べ 

たら，次のようでした。 それぞ #t4 町ぜでしょ 

、 つ ； 、 0 

0
 2 。 「 """' ワグ 2     

l ぜ u 

  ) む く ) と て ) Ⅰ 

2. 右の図の水の ① 221 一 
かさは， 7 戸ⅠⅠで 

すか。 I 色 

  ) Ⅰ 

3. 下の図のテーブの 長さは何 % ですか。 

          02 こぶん・ 3 こぶん，             
  10 こぶ 

んは，それぞれいくつでしょうか。 数直線に 

表しましょう。 

1 一一 ロ コ 一一一一 コ ロ コ ロ 一一一一 ロ ゴ ロ 
0 5 5 5 5 5 5 5 5 . 5 5       
O     

                                                                        上 

の数直線に表しましょう。 

 
 

名前 

  ガ
ュ
 

-
 

す
 

 
 

表
 

 
 よ

 
り
 

@
 も

 
め
 

つ
り
 

の
 

ウ
 

 
 

イ
ラ
 

 
 

よ
 

ア
し
 

で
 

き
 

線
れ
 

直
い
 
1
 

数
き
 

0
 

か
 

 
 

斥
け
 

    

山
口
 

…
 口
 

…
 二
 

ナナナ発展問題 *** 
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題
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の
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昔
 

6 一 3 1 ぜ 。 の 5 ぶ ん １ 白 を - ぬ   
りましょう。 l Ⅰ                                     
また，それは 何 Ⅰといっ   

たらよいでしょうか。 

Ⅱ 

け 77 

8 

  ) ぜ 

十の 8 こぶんは いくっ ですか。 
    

しんぶん十ぅ 

次の分数で，真分数はどれでしょう。 
かぶん すラ 

また，仮分数はどれでしょ つ 。 

3  7  4  8  2  6 

一 4  一 6  一 7  一 8  一 4 . 一 4 

しんぷんす       

真分数 しんぷんす ぅ (   

かぶんす ぅ 

仮分数 (   
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7  授業の反省 

Ⅲ 授業者の反省 

① コンピュータを 立ち上げる時に・ 説明 

をしながら一斉にやるべきであ った。 説 

明不足と児童が 慣れていなかったために・ 

立ち上げに差があ った。 

②授業の途中でコンピュータのプロバラ 

ムが 進行しなくなったので ，コンビュー 

を 基準にして分けることを 数直線を利用 

して考えさせる 方がよかった。 

の 真分数と仮分数の 見分け方として ， 

分子と分母に 着目させることが 大切で 

あ る。 

⑧授業の中で・「わからない 人は い ませ 

んか」と手を 上げさせて。 わからないと 

ころをみんなで 考えるような 雰囲気を っ 

タを離れて一斉授業に 切り替えた。 事前 

に十分試して ，用意周到に 準備すべきで 

あ った。 

③ 授業を終えて 感じたことは・ 児童がコ 

ンピュータに 対してすごく 興味を示して 

くることも大切であ る。 

(3) 授業後の児童へのアンケートの 結果と 

考察 

問 ① コンピュータを 使った授業は 楽しかっ 

たですか。 
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 戸 いたということであ る。 コンビュー タ は 

色 ・ 絵 ・動き等で表現が 多様にでき， 授 

業の内容をふくらませることができると 

いう 利点があ る。 個 @. こ対する手だてを 十 

分 にすることによって ， 個々の児童の 学 

習に対する要求に 応えられるのではない 

かという感触を ぅ けた。 

(2) 指導助言・意見 

① コンビュー タ に対して，児童は 目を輝 

かせて取り組んでいた。 

② ワークシートの 使用は，じっくり 考え 

させる，学習を 定着させる・ 児童の考え 

がわかる等の 点で良かった。 しかし使 
（ 

用にあ たっては児童の 思考の流れを 考慮 

した ワークシートであ ってほしい。 

③ ワークシートをやらないでコンピュー 

タばかりをやっている 児童がいた。 ヮ一 

クシートをやってからコンピュータに 答 

を人力するよう 始めに登底したほうが 

分
後
 

の
了
 

業
終
 

授
業
 

 
 き

ト
 

つ
一
 

ま
シ
 

つ
ク
 

 
 

度
ワ
 

召
十
 

角
 

現
 
に
 

の
め
 

 
 

④
 
析
 

よ
 

33 人中 たのしい 28 人 
まあ 
4 人 

ふつう 1 ヰ 

考察①・ 多くの児童がコンピュータを 使っ 

た授業は楽しいと 答えている。 特に 

男子児童の中に ， とても楽しいと 答 

えている児童が 多かった。 そして， 

またコンピュータを 使った授業がし 

たいという声もあ った。 

問 ② コンビュー タ を使っての分数の 授業 

はわかりやすかったですか。 

( 人数 ) 9 ｜ 

16     0 
        

わ がりゃ叶 い まあ まあ ふ つぅ すこしわかりにくい 

キ わかりやすい わがりにくい つ 

  

すこ       

すぐに回収したほうがよかった。 

⑤ どこにコンピュータを 使用する価値が 

あ るかきちんと 押さえることが 大切で 

あ る。 

⑥ 真分数と仮分数の 意味理解として。 1 

考察② まあ まあ わかりやすいが 多く，ふ 

っ ぅ 5 人。 すこしわかりにくいが 3 

人 という結果であ る。 プロバラムが 

途中で中断したことや 機器の操作が 
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不慣れなことがあ って学習の内容 ま 

で 十分入って い けなかった結果であ 

ると考え 6 ォ t る 。 

内容の理解の 把握と評価。 

④ 二人で一台のコンピュータ 使用における 

一人ひとりの 効果的な学習法。 

3  終わりに 

本研究を終えて ，私はやっと CAl ( コン 

ビュータ支援学習 ) による指導の 個別化の入 

口に立ったという 感じがします。 研究を通し 

ていろいろな 課題が出てきました。 それらを 

仝後の授業実践の 中で取り組んで い きた いと 

思います。 

この研修期間にたくさんの 方々にご指導を 

W  研究のまとめ 

Ⅰ 研究の成果 

① 児童はコンピュータを 使った授業に 関心 

を示し・意欲 自 りに学習に取り 組むことがわ 

かった。 

② ソフトの内容によるが ，コンピュータを 

使った個別学習は 効果があ るという感触を 

得た。 

③ コースウェア 一の作成の手順がわかり ， 

分数単元のコースウェア 一 なっくることが 

できた。 

2  今後の課題 

① 絵や動画を取り 入れた楽しくわかりやす 

い ソフトの開発。 

② 1 単位時間， 1 単元内で効果的な 指導の 

個別化の方法。 

③ S 一 P 衰分析等に 28 個々の児童の 学習   

  16 一 

いただきました ，研究の進め 方や教育実践等 

についていろいろと 貴重な体験談を 交えてご 

指導いただいた 田中一郎所長，早那覇 武 係長，   

コンビュー タ の指導をしていただいた 常闇 正 

和 指導主事，算数科の 指導法を教示していた 

だ い た大嶺順子先生。 感謝申し上げます。 ま 

た，学校現場を 離れての長期研修に 送り出し 

てくださった 金城 政弘 校長・そして 貴重な研 

修の機会を与えてくださった 浦添市教育委員 

会の関係者各位に 御礼申し上げます。 
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